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１ 認知症の人と家族を支える 
  地域づくりについて 
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出典：東京都福祉保健局高齢社会対策部「要介護者数・認知症高齢者数等の分布調査」（平成２５年１１月）を基に推計 

都内で要介護（要支援）認定を受けている高齢者のうち、何らかの認知症の症状を有する人（認知症高齢者の日常
生活自立度Ⅰ以上）は、平成２５年１１月時点で約３８万人に上り、平成３７年には約６０万人に増加すると推計され
ている。 

何らかの認知症の症状がある高齢者の推計【東京都】 
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　自立 　日常生活自立度ⅠからＭに該当しない（認知症を有さない）方

　Ⅰ 　何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している。

　Ⅱ（a、ｂ）
　日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少見られても、誰かが注意していれば自立できる。
（a=家庭外で　ｂ＝家庭内でも）

　Ⅲ（a、ｂ）
　日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが見られ、介護を必要とする。
（a=日中を中心　ｂ＝夜間を中心）

　Ⅳ 　日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介護を必要とする。

　Ｍ 　著しい精神症状や問題行動あるいは重篤な身体疾患が見られ、専門医療を必要とする。
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≪参考≫認知症高齢者の日常生活自立度の判定基準 



出典：東京都福祉保健局高齢社会対策部「要介護者数・認知症高齢者数等の分布調査）」（平成２５年１１月）を基に推計 

見守り又は支援の必要な認知症高齢者の推計【東京都】 

見守り又は支援の必要な認知症高齢者（認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ以上）は、平成２５年１１月時点の約２
７万人から、平成３７年には約４４万人に増加すると推計されている。 
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　自立 　日常生活自立度ⅠからＭに該当しない（認知症を有さない）方

　Ⅰ 　何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している。

　Ⅱ（a、ｂ）
　日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少見られても、誰かが注意していれば自立できる。
（a=家庭外で　ｂ＝家庭内でも）

　Ⅲ（a、ｂ）
　日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが見られ、介護を必要とする。
（a=日中を中心　ｂ＝夜間を中心）

　Ⅳ 　日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介護を必要とする。

　Ｍ 　著しい精神症状や問題行動あるいは重篤な身体疾患が見られ、専門医療を必要とする。
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≪参考≫認知症高齢者の日常生活自立度の判定基準 



出典：東京都福祉保健局高齢社会対策部「要介護者数・認知症高齢者数等の分布調査）」（平成２５年１１月） 
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認知症高齢者の日常生活自立度別の居住場所【東京都】 

何らかの認知症の症状を有する人（認知症高齢者の日常生活自立度Ⅰ以上）の６６．２％が、また、見守り又は支援
の必要な認知症の人（認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ以上）は５９．８％が、在宅（居宅）で生活している。 
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出典：東京都福祉保健局高齢社会対策部「認知機能や生活機能の低下が見られる地域在宅高齢者の実態調査報告書」（平成２６年５月） 

在宅で生活している認知症が疑われる人のうち、１６％は一人で暮らしており、夫婦のみの世帯も３０％に達して
いる。今後は、一人暮らし高齢者が更に増加するとともに、世帯構成員が減少していくことが予測されている。 

在宅で生活している認知症が疑われる人がいる世帯の状況 
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出典：東京都福祉保健局高齢社会対策部 「在宅高齢者の実態調査」 （平成25年度） 

希望する高齢期の住まい【東京都】 
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総数=3,279人

介護が必要になったら、高齢者向け

住まいに住み替えたい 20.6%

健康なうちに、高齢者向け住まいに

住み替えたい 5.9%

その他

1.8%

分からない

13.0%

在宅で暮らしたい

58.7%

在宅で生活している６５歳以上の高齢者に対して、希望する高齢期の住まいについて聞いたところ、 
「在宅で暮らしたい」人の割合が最も多く、５８．７％となっている。 

（注１）本調査において、高齢者向け住まいとは、特別養護老人ホーム、有料老人ホーム、軽費老人ホーム（ケアハウス）、サービス付き高齢者向け住宅、 
    シルバーピアを指す。 
（注２）「介護が必要になったら、特別養護老人ホームに入居したい」と回答した人の割合は10.3％となっている。（「介護が必要になったら、高齢者向け住まいに 
    住み替えたい」の内数） 
 



２ 介護予防と 
  健康寿命の延伸について 
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出典：東京都福祉保健局「６５歳健康寿命（東京都保健所長会方式＜※＞）」 

６５歳健康寿命 ・ ６５歳平均余命の推移【東京都】 
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① ６５歳健康寿命の推移 ② ６５歳平均余命の推移 
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出典：厚生労働省「簡易生命表」 

＜※＞６５歳健康寿命（東京都保健所長会方式） 

 65歳の人が何らかの障害のために要介護（要支援）認定を受けるまで

の状態を健康と考え、認定を受ける年齢を平均的に表すもの。「65歳健

康寿命＝65歳＋当該認定までの平均自立期間」とした。平均自立期間

の算出には、要支援1以上の認定を受けるまでの期間と、要介護2以上

の認定を受けるまでの期間を平均自立期間とする2種類を用いている。

各区市町村の65歳健康寿命は、 

http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/kensui/plan21/65kenkou.html 

参照 

 

＜※＞６５歳平均余命 

  65歳の人が、65歳以降生存する年数の平均値をとったもの。65歳

平均余命のグラフは、65歳平均余命に65歳を加えて表示している。 
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社会参加と介護予防効果の関係について 

資料：厚生労働省公表資料 
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